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    概要：詩を綴っています。
    


    




    ねじを回して世界の終わりを
    



大きな音で空間がバリバリと割れて、
エルビスのラブミーテンダーが流れてきた。


ねじを回して世界の終わりを再生してる。


たそがれ時のムーンビーチで、
夕焼けがオレンジになったり、青になったり、早回しで色が変わる。


気づくと空からは灰が降ってきていて、


人々は悲鳴をあげて逃げ回っているが、
エルビスの曲にかき消され、
音のない映画の中の人みたいだ。


小さな子供が砂の上に座って泣いている。


ジュースのカップが踏まれてペシャンコになっている。


みんな逃げるのに必死で慌てふためき、
押し合い、喚きちらし、絶望的な表情が顔に張り付いている。


曲が感情的に盛り上がってきた。


世界は綺麗だ。


なぜだか可笑しくてしかたない。
声を出して笑うが、エルビスの歌声で笑い声が聞こえない。


満たされて幸せな気持ちに包まれ、


こぼれた涙に夕焼けが映った。


ガラガラと世界が崩れ落ちて、


黒い闇が徐々に面積を広げ、


世界が終わった。






